
広報こもろ　平成28年 7 月号 24

し
て
、
経
過
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
警
察
と
も
連
携
を
し

て
、
粘
り
強
く
活
動
を
続
け
て
お

り
、
不
法
投
棄
行
為
者
の
特
定
に

至
っ
て
い
ま
す
。

■
ご
み
減
量
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

　

活
動
報
告

　

小
諸
市
ご
み
減
量
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
は
、
平
成
27
年
度
11
名
で
組
織

さ
れ
、
分
別
変
更
説
明
会
へ
の
参

加
や
、
啓
発
資
料
の
作
成
な
ど
の

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
に
6
名
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
が
加
わ
り
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
宇
野
さ
ん
か
ら
「
ご
み
減

量
の
重
要
性
」
や
「
ご
み
の
減
量

方
法
」
な
ど
の
説
明
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

■
地
域
の
活
動
事
例
報
告

　

総
会
終
了
後
、
衛
生
功
労
者
表

彰
を
受
賞
し
た
、
天
池
区
前
衛
生

自
治
会
長
か
ら
、「
ご
み
パ
ト
ロ

ー
ル
と
不
法
投
棄
対
策
」
と
題
し

て
の
事
例
発
表
が
あ
り
、
地
域
環

境
美
化
の
重
要
性
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

天
池
区
で
は
、
不
法
投
棄
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
際
、
区
で
用

意
し
た
ベ
ス
ト
や
腕
章
を
着
用
し

て
、
委
員
が
交
代
で
区
内
の
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
状
況
は
日
誌
に
記
録

■
衛
生
功
労
表
彰
者

【
個
人
の
部
】

・
古
屋 

保
夫　

様
（
与
良
）

・
原　

 

桂
一　

様
（
荒
町
）

・
小
林 

恒
夫　

様
（
東
雲
）

・
依
田 

勝
彦　

様
（
相
生
）

・
原
田 

良
太
郎　

様
（
相
生
）

・
松
井 

愛
子　

様
（
大
手
）

・
小
松 

純
二　

様
（
菱
野
）

・
大
森 　

守　

様
（
森
山
）

・
柏
木 

正
明　

様
（
一
ツ
谷
）

【
団
体
の
部
】

　

天
池
区
衛
生
自
治
会　

様

■
新
役
員
の
紹
介
（
敬
称
略
）

・
会　

長　

鎌
倉 

恒
文（
御
幸
町
）

・
副
会
長　

有
坂 

常
三（
市
町
）

・
副
会
長　

内
堀　

 

晋（
小
原
）

・
監　

事　

竹
川 

一
也（
天
池
）

・
監　

事　

星
野 

光
弘（
糠
地
）

・
東
南
部
地
区
理
事

　
　
　
　
　

内
堀　

 

晋（
小
原
）

・
東
部
地
区
理
事

　
　
　
　
　

小
川 
省
一（
東
雲
）

・
中
部
地
区
理
事

　
　
　
　
　

塩
沢 

九
二
雄（
六
供
）

・
西
部
地
区
理
事

　
　
　
　
　

有
坂 

常
三（
市
町
）

・
北
大
井
地
区
理
事

　
　
　
　
　

高
橋 

道
哉（
荒
堀
）

・
大
里
地
区
理
事

　
　
　
　
　

寺
田 

隆
史（
諸
）

・
川
辺
地
区
理
事

　
　
　
　
　

丸
山 

正
巳（
御
牧
ヶ
原
）

・
三
岡
地
区
理
事

　
　
　
　
　

中
村 

修
二（
耳
取
）

・
南
大
井
地
区
理
事

　
　
　
　
　

田
中 

富
子（
平
原
）

・
西
小
諸
地
区
理
事

　
　
　
　
　

細
谷 

吉
春（
芝
生
田
）

　　

55
月月
2929
日
㈰
、
ベ
ル
ウ
ィ
ン
こ

日
㈰
、
ベ
ル
ウ
ィ
ン
こ

も
ろ
で
開
催
さ
れ
た
「
小
諸
市
衛

も
ろ
で
開
催
さ
れ
た
「
小
諸
市
衛

生
自
治
会
総
会
」
で
は
、
衛
生
委

生
自
治
会
総
会
」
で
は
、
衛
生
委

員員
11  

66  

22
名
の
参
加
に
よ
り
、
平

名
の
参
加
に
よ
り
、
平

成成
2828
年
度
の
予
算・事
業
計
画・役

年
度
の
予
算・事
業
計
画・役

員
等
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

員
等
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
年
に
わ
た
り
衛
生
委

　

ま
た
、
多
年
に
わ
た
り
衛
生
委

員
と
し
て
地
域
の
衛
生
業
務
に
ご

員
と
し
て
地
域
の
衛
生
業
務
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
た

尽
力
い
た
だ
い
た
99
名
の
方
と
自

名
の
方
と
自

治
会
と
し
て
衛
生
業
務
の
功
績
が

治
会
と
し
て
衛
生
業
務
の
功
績
が

あ
り
ま
し
た

あ
り
ま
し
た
11
団
体
に
、
感
謝
の

団
体
に
、
感
謝
の

意
を
込
め
て
表
彰
状
の
授
与
が
行

意
を
込
め
て
表
彰
状
の
授
与
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

わ
れ
ま
し
た
。

　

小
諸
市
衛
生
自
治
会
は
、
各
区
の
衛
生
委
員
3 

8 

6
名
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
衛
生
自
治
会

で
は
、
集
積
所
の
管
理
の
ほ
か
、
区
内
清
掃
活
動
、
ご
み
の
出
し
方
や
不
法
投
棄
監
視
な
ど
に
つ

い
て
の
課
題
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

小
諸
市
衛
生
自
治
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

小
諸
市
衛
生
自
治
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

▼問い合わせ先
 生活環境課　ごみ減量推進係

段ボールの排出方法は、
どちらが正しいでしょ
うか。

答えは、このページの
欄外をご覧ください

② ビニールひもや麻ひ
もで縛る

①紙ひもで縛る

【答え】　①　ダンボールや古紙類は紙ひもごとリサイクル処理されていますが、ビニールひもや麻のひもが混入していると、リサイクルを
する際の支障になってしまいます。排出する際は必ず紙ひもで縛って集積所に出してください。


